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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴

１ 現況

（１）高等専門学校名：神戸市立工業高等専門学校

（２）所在地：兵庫県神戸市

（３）学科等の構成

学 科：下表のとおり５学科 専攻科：４専攻

（４）学生数及び教員数（平成20年５月１日現在）

学生数（準学士課程） 単位；名

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 合計

MA,MD 41 40 40 39 43 203

MB,MC 40 39 38 41 39 197

E 41 41 40 35 38 195

D 40 41 39 43 37 200

C 40 41 39 37 36 193

S 40 42 43 32 38 195

計 242 244 239 227 231 1183

MA：機械工学科A組 MB：機械工学科B組 MD：設計シ

ステムコース MC：システム制御コース E：電気工学

科 D：電子工学科 C：応用科学科 S：都市工学科

学生数（専攻科課程） 単位；名

1学年 2学年 合計

AM 12 14 26

AED 18 15 33

AC 6 7 13

AS 3 6 9

計 39 42 81

AM：機械システム工学専攻 AED：電気電子工学専攻

AC：応用化学専攻 AS：都市工学専攻，専任教員数：95

人，助手数：0人

２ 特徴

神戸市立工業高等専門学校（以下本校という。）は,

昭和38年4月に神戸市立六甲工業高等専門学校として設置

された。開校当時は, 機械工学科, 電気工学科, 工業化

学科, 土木工学科の4学科であった。昭和41年4月に校名

を「神戸市立六甲工業高等専門学校」から「神戸市立工

業高等専門学校」に変更した。以後, 時代の要請に応え

るべく, 昭和63年4月に「電子工学科」を新設, 平成2年4

月新学舎移転時に, 「工業化学科」を「応用化学科」に

改組, 機械工学科3年次以降に「設計システムコース」と

「システム制御コース」の2コース制を導入, 平成6年4月

に「土木工学科」を「都市工学科」に改組した。

また, 平成7年1月の阪神・淡路大震災の復興計画の一

翼を担うものとして, 平成10年4月に電気電子工学専攻,

応用化学専攻, 平成12年4月に機械システム工学専攻, 都

市工学専攻の4専攻を有する専攻科が設置された。

このため本校の教育は, 「震災体験をふまえて地域と

の協働, 人類の幸福や豊かさについて考える能力と素養

を身に付けさせると共に, 高専の特徴とする早期一貫教

育を活かした実践的技術者を教育の基幹としている。ま

た, グローバル化した社会に対応した国際的に通用する

複合的視点を持った創造性豊かな技術者育成を目指して

いる。」。平成15年には, このような観点から, 新たに

教育プログラム「工学系複合プログラム」とその学習・

教育目標を定めて, 教育を行うことにした。また, 本校

は神戸研究学園都市連絡協議会に所属し, 5大学1高専の

単位互換制度の中で, 専攻科生は他大学のカリキュラム

も受講し, 複合性を高めている。この工学系複合プログ

ラムは, 平成18年5月8日に日本技術者教育認定機構

（JABEE）から認定を受けた。

また, 本校の教育は, 「環境問題」にも力を入れてお

り, 平成19年度には, 全学挙げてKEMS（神戸環境マネー

ジメントシステム）の認証を取得した。 これを契機に学

生に環境問題を体得させるべく省エネ等種々の行事を実

施中である。

卒業生の進路は, 就職と大学等への進学である。就職

については, 国内経済状況を反映して, 準学士課程卒業

生の求人倍率は約16～30倍以上の高率を維持し, 就職希

望者の就職率はほぼ100％である。大学へ編入する卒業生

は約40％（本校専攻科進学を含む）であり, そのほとん

どが希望する大学に編入している。専攻科修了生の求人

倍率は約60～120倍, 就職希望者の就職率はほぼ100％で

ある。大学院へ進学する修了生は約55％であり, そのほ

とんどが希望する大学院へ進学している。

高専発足当時に「高専研究会」を設立し, 平成4年には,

産学官技術フォーラムを開催することになり, 平成20年

度には第17回が開催される予定である。その間, 「高専

研究会→研究振興委員会→地域協働研究センター」と名

称変更しながら, 名前にふさわしい改革を行ってきた。

いま, 現在では, 「フォーラム」や「技術相談」, 「共

同研究」に加え, 市民を対象にした「公開講座」, 「オ

ープンキャンパス」, 「小学生を対象とした水泳教室」

等様々な行事を行い, 地域連携に努めている。
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Ⅱ 目的

１．本校の使命 本校は, 学校教育法の定める高等専門学校として, 深く専門の学芸を教授し, 職業に必要な能力を

育成すること, 並びにその教育, 研究機能を活用して国際港都神戸の産業及び文化の発展向上に寄与することを使命

とする。

２．本校の教育方針

■ 人間性豊かな教育

心身の調和のとれた, たくましい感性豊かな人間形成をめざして, 教養教育の充実をはかるとともに, スポーツ

・文化クラブ等の課外活動を振興する。

■ 基礎学力の充実と深い専門性を培う教育

工学に関する基礎知識と専門知識を身につけ, 日進月歩する科学技術に対応し, 社会に貢献できる実践的かつ創

造的人材を育成する。

■ 国際性を育てる教育

国際・情報都市神戸にふさわしい高専として, 世界的視野を持った, 国際社会で活躍できる人材を育成する。

３．養成すべき人材像（準学士課程）

健康な心身と豊かな教養のもと, 工学に関する基礎的な知識を身につけると同時に, 創造性も合わせ持つ, 国際

性, 問題解決能力を有する実践的技術者を養成する。

４．卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力（準学士課程の学習・教育目標）

(A) 工学に関する基礎知識を身に付ける。

(A1)数 学 工学的諸問題に対処する際に必要な数学の基礎知識を身につけ, 問題を解くことができる。

(A2)自 然 科 学 工学的諸問題に対処する際に必要な自然科学に関する基礎知識を身につけ, 問題を解くことがで

きる。

(A3)情 報 技 術 工学的諸問題に対処する際に必要な情報に関する基礎知識を身につけ, 活用することができる。

(A4)専 門 分 野 各学科の専門分野における工学の基礎知識・基礎技術を身につけ, 活用することができる。

(B)コミュニケーションについての基礎的能力を身に付ける。

(B1)論理的説明 自分の意図する内容を文章および口頭で相手に適切に伝えることができる。

(B2)質 疑 応 答 自分自身の発表に対する質疑に適切に応答することができる。

(B3)日 常 英 語 日常的な話題に関する平易な英語の文章を読み, 聞いて, その内容を理解することができる。

(B4)技 術 英 語 英語で書かれた平易な技術的文章の内容を理解し, 日本語で説明することができる。

(C)複合的な視点で問題を解決する基礎的能力や実践力を身に付ける。

(C1)応用・解析 工学的基礎知識を工学的諸問題に応用して, 得られた結果を的確に解析することができる。

(C2)複合・解決 与えられた課題に対して, 工学的基礎知識を応用し, かつ情報を収集して戦略を立て, 解決でき

る。

(C3)体力・教養 技術者として活動するために必要な体力や一般教養の基礎を身につける。

(C4)協調・報告 与えられた実験テーマに対してグループで協調して挑み, 期日内に解決して報告書を書くことが

できる。

(D)地球的視点と技術者倫理を身に付ける。

(D1)技術者倫理 工学技術が社会や自然に与える影響および技術者が負う倫理的責任を理解することができる。

(D2)異文化理解 異文化を理解し, 多面的に物事を考えることができる。

５．養成すべき人材像（専攻科課程）

専門分野の知識・能力を持つと共に他分野の知識も有し, 培われた一般教養のもとに, 柔軟で複合的視点に立っ
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た思考ができ, 問題発見, 問題解決ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。

６．修了時身につけるべき学力や資質・能力（専攻科課程の学習・教育目標）

(A) 工学に関する基礎知識と専門知識を身につける。

(A1)数 学 工学的諸問題に対処する際に必要な線形代数, 微分方程式, ベクトル解析, 確率統計などの数学

に関する知識を身につけ, 問題を解くことができる。

(A2)自 然 科 学 工学的諸問題に対処する際に必要な力学, 電磁気学, 熱力学などの自然科学に関する知識を身に

つけ, 問題を解くことができる。

(A3)情 報 技 術 工学的諸問題に対処する際に必要な情報技術に関する知識を身につけ, 活用することができる。

(A4)専 門 分 野 各専攻分野における工学基礎と専門分野の知識・技術を身につけ, 活用することができる。

(B)コミュニケーション能力を身に付ける。

(B1)論理的説明 技術的な内容について, 図, 表を用い, 文章および口頭で論理的に説明することができる。

(B2)質 疑 応 答 自分自身の発表に対する質疑に適切に応答することができる。

(B3)日 常 英 語 日常的な話題に関する英語の文章を読み, 聞いて, その内容を理解することができる。

(B4)技 術 英 語 英語で書かれた技術的・学術的論文の内容を理解し, 日本語で説明することができる。また, 特

別研究等の研究に関する概要を英語で記述することができる。

(C)複合的な視点で問題を解決する能力や実践力を身につける。

(C1)応用・解析 工学基礎や専門分野の知識を工学的諸問題に応用して, 得られた結果を的確に解析することができ

る。

(C2)複合・解決 与えられた課題に対して, 工学基礎や専門分野の知識を応用し, かつ情報を収集して戦略を立てる

ことができる。また, 複合的な知識・技術・手法を用いてデザインし工学的諸問題を解決するこ

とができる。

(C3)体力・教養 技術者として活動するために必要な体力や一般教養を身につける。

(C4)協調・報告 特定の問題に対してグループで協議して挑み, 期日内に解決して報告書を書くことができる。

(D)地球的視点と技術者倫理を身につける。

(D1)技術者倫理 工学技術が社会や自然に与える影響を理解し, また技術者が負う倫理的責任を自覚し, 自己の倫

理観を説明することができる。

(D2)異文化理解 異文化を理解し, 多方面に物事を考え, 自分の意見を説明することができる。
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Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況

１ 選択的評価事項Ａ 「研究活動の状況」に係る目的

高等専門学校設置基準の第２条２には「高等専門学校は，その教育内容を学術の進展に即応させるため，必要

な研究が行われるよう努めるものとする。」と定められている。

本校ではこの条文に則った研究をベースとして行っているが，創造性を有する実践的技術者を養成する意味に

おいて，とくに，教育及び研究機能を活用して国際港都神戸の産業及び文化の発展向上に寄与することを目指し

て，本校が行う研究活動の目的を次のように掲げている。

１ 研究活動を通じて，阪神・淡路大震災の復興計画の一翼を担い，地域社会と協働し，地域産業の活性化に寄

与する。

２ 研究活動を推進し，その成果を創造性豊かな実践的技術者を養成するための教育活動に活かす。
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２ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」の自己評価

（１）観点ごとの分析

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備さ

れ，機能しているか。

（観点に係る状況）

本校は教育方針の第２項において，「基礎学力の充実と深い専門性を培う教育，工学に関する基礎

知識と専門知識を身につけ，日進月歩する科学技術に対応し，社会に貢献できる実践的かつ創造的人

材を育成する。」と定めている。「実践的」であると同時に「創造性」豊かな学生の育成を図る上で，

教員自身の「実践性」および「創造性」も問われることになる。教育方針の目的を達成する手段とし

て，研究活動は重要であり，その成果は日常の教育活動および地域産業の活性化として地域社会へ還

元されている。

研究予算は，事務室が中心となり各科代表で構成する予算委員会で決められ（前述の資料 10－２

－①－１），基本予算として，約 50 万円程度，各教員に割り振りされている。また，発表に必要な

旅費等は１人あたり５万円程度支給されている。また，別に実験実習費も配分され，研究予算として，

十分な充当がなされている。

これらとは別に学内競争的予算として，共同研究費１人あたり 100 万円５件や奨励研究費，論文投

稿費および国際会議発表援助費（１人 10 万円）等が配分されている。その他，各種プロジェクトや

技術職員による「技術的研究」を対象とした区分も設けられており，全学挙げての研究の活性化に重

要な役割を果たしている。また，企業等との共同研究費や科研費等の外部資金（前述の資料 10－１

－②－２，資料 10－１－②－３）も年々増加してきている。

このような研究費の下，研究が活発に行われている（資料Ａ－１－①－１）。過去５年問で整理し，

年平均１人あたりでみると 3.3 編の論文等を世に公表していることになる。

研究スタッフは全教員であり，各教員の研究テーマ一覧を資料Ａ－１－①－２に示す。各教員，と

くに専門科教員は，実社会の問題を研究テーマの一つに取り入れ，地域社会への還元も目指している。

とくに研究に関する地域との連携においては，地域協働研究センターの第一部会が窓ロとなり，基

準２で示したように，「民間との共同研究」 ，「受託研究」 ，「奨学寄附金」 において要綱を定め，

適正な運用に努めている。

地域協働研究センターの研究活動に関するその他の所轄事業は以下のとおりである。

・ 技術相談の受け入れ窓口

・ 神戸高専産学官技術フォーラム（研究発表会やパネルディスカッション等，平成 19 年度は第 16

回目を実施）

・ 兵庫産学交流会（HIX）への参加促進

・ 産学官技術交流懇談会への参加促進

・ 神戸リエゾンラボにおける交流事業（初心者，中級者向け製図講習会等を実施している）

・ 中小企業及びベンチャー企業の技術支援に関すること（神戸高専と明石高専で中小企業の人材育

成を行っている。経済産業省の戦略的基盤技術支援費をいただき，ベンチャー企業育成支援を行

っている）

・ 合同見学会の実施（産学官の行事で，見学会後，懇親を含めた技術討論を実施している）

・ イブニングセミナーの開催（教務主事と共催して，年１回大規模な FD 学習会を実施している）
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・ 校内学術講演会の実施

・ 出前技術相談に関すること

このうち，神戸高専産学官技術フォーラムには，毎年，多数の専攻科生が参加（明石高専の専攻科

生や他大学の学生も含む）し（資料Ａ－１－①－３），産業界や地方自治体の人々と共通の場におい

て，発表したり，質疑応答することにより，自身の研究の社会的役割を再確認する機会としている。

研究活動の成果として新聞記事に取り上げられた例の一部を資料Ａ－１－①－４に示す。ここには，

政府への貢献，地域企業への貢献，ベンチャー企業育成の例が示されている。 その他，各個人の研究

成果は，総合情報センターが構築した教職員専用の Web 上のデータベースに整理されている（資料Ａ

－１－①－５）。その内容は下記のとおりである。

・ 研究業績の登録

・ 研究業績の検索・編集

・ 特許の登録

・ 特許一覧表示・編集

・ 表彰の登録

・ 表彰一覧表示・編集

・ 年度別所属学会登録

・ 年度別学会役員登録

・ 教育研究業績報告書作成

これら研究状況のチェックは評価委員会が行い（資料Ａ－１－①－６），将来計画委員会における

論議の基礎としても用いられた（資料Ａ－１－①－７）。校長が中心となり，校務運営委員会で審議

され，各学科・専攻に研究の現状を報告するとともに，研究の促進が促される。

（分析結果とその根拠理由）

研究の目的に沿って，予算委員会，地域協働研究センター，総合情報センター，評価委員会がそれ

ぞれ機能し，それらの統括である校務運営委員会が指示を出す流れで，研究体制を支援している。 こ

れは，基準２で示した神戸高専 PDCA システムをより迅速にするため P，D（予算委員会，地域協働研

究センター，総合情報センター）→C（評価委員会）→A（校務運営委員会）で運営してきた。したが

って，研究の目的に沿って，研究体制や支援体制が適切に整備され機能しているといえる。
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資料Ａ－１－①－１

研究活動（例）

出典：地域協働研究センター年報 第５号(p72)
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資料Ａ－１－①－２

研究テーマ（例）

（次ページへ続く）
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（次ページへ続く）
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出典：事務室学生係資料より抜粋
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資料Ａ－１－①－３

平成４(1992)年度より毎年行われている「神戸高専産学官技術フォーラム」（例）

フィーラム’06 は，Ａ４サイズ（144 ページ）

出典：地域協働研究センター第一部会発行
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資料Ａ－１－①－４

新聞記事になった研究活動（例）

政府への貢献・神戸市への貢献

（次ページへ続く）
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神戸市医療産業構想への貢献・地域企業への貢献

2004.9.25 神戸新聞

（次ページへ続く）
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神戸のベンチャー企業育成

平成 18 年度 11 月 20 日 全国商工新聞

出典：神戸新聞・全国商工新聞より転載
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資料Ａ－１－①－５

教職員データベースのトップ画面

出典：ウェブサイト（教職員データベース使用マニュアルより抜粋）
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資料Ａ－１－①－６

科研費について

出典：事務室庶務係資料

評価委員会チェック資料
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資料Ａ－１－①－７

将来計画委員会ワーキンググループによる報告書

Ａ４サイズ：７ページ

（次ページへ続く）
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出典：将来計画委員会ワーキンググループ
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観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。

（観点に係る状況）

（１）特許，教科書執筆，論文発表，外部資金等の状況

前述の資料Ａ－１－①－１に示すとおり，学校全体として，特許・教科書執筆・学術論文・国際会

議での発表は，全アクテビィティの 40～50％程度，口頭発表や産学官技術フォーラムでの発表は 50

～60％程度であり，年における総数は 310 件ぐらいあり，教員１人あたり 3.3 編/年の論文等を公表し

ていることになる。したがって，研究活動のアクテビィティはあると言えるが，重要な前者の査読論

文等の件数がやや低いと思われる。企業との共同研究費等や科研費の外部資金は，年々増加してきて

おり，総額 4.000 万円程度確保できている。このうち，科研費の申請数も増加傾向にあり，平成 19

年度の場合，全国 61 高専中，採択数は 27 位，経費総額は７位であった。したがって，インプットも

アウトブットも満足はできないが，良好な状態ではあるといえる。

（２）地域社会との連携の状況

平成４年に始まり 19 年度で第 16 回を迎えた「産学官技術フォーラム」は，本校の教育と研究，そ

して，地域貢献への役割を集約した企画である。企業や神戸市，そして教員および学生，専攻科生，

さらには卒業生も一堂に会し，研究発表を行う機会は，また相互の情報交換や共同研究の萌芽を見出

す場としても機能している（前述の資料Ａ－１－①－３）。

（３）学生が各学術団体（学・協会）から受けた表彰

前述のフォーラムでの発表を含め，専攻科では在学中，最低１回の学会発表を修了要件として明記

している。その甲斐もあって，各学術団体から表彰される学生が毎年出てきている。これら学生は，

本校の研究目的をよく理解しており，就職先企業や進学先大学院から高い評価を得ている。

（４）研究活動状況や成果についての新聞記事

前述の資料Ａ－１－①－４には，新聞記事の一部を示したが，その他，神戸医療産業都市，対震災

用レスキューロボット関係の多数の研究活動の記事が神戸新聞等に掲載されており，研究の成果は着

実に上がっている。

（分析結果とその根拠理由）

研究の目的に沿った活動の成果の一端を列挙したが，地域との連携により実った成果が非常に多く，

地域にある程度還元できている。また，研究を通じて，多くの有為な学生を育てることができている

と感じている。以上のことから，研究の目的に沿った活動の成果があげられている。

観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整

備され，機能しているか。

（観点に係る状況）

平成 18 年度の教員による研究成果は 360 件あり，教員１人あたりの発表件数は３件あまりとなる。

これらの中には，学生・専攻科生の卒業研究および特別研究を指導する中で生まれたもの，地域企業

からの相談，共同研究の過程で成果の形になったものもある。特に専攻科設立から 10 年近くを経て，

実践的かつ創造性のある技術者養成を図る教育手法が定着してきたことによって，積み上げられてき

た部分は近年の学校改革の効果と言える。
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教員の博士号取得率も上昇しており（前述の資料３－１－②－３），現在では全教員の約 64％が

博士で占められている。専門科だけでみると，その取得率は約 81％となっている。これは，近年の

科学研究費補助金の取得状況と共に，研究活動の活性化が図られた結果と考えられる。

教員の研究分野の公開も従来は「学校要覧」のみであったが，平成 14 年度から発行されるように

なった「地域協働研究センター年報」によって，毎年，更新された情報を校内外に伝えることが可能

になった。また，前述したように，平成 16 年度から専用の校内ｗｗｗに，教職員の教育・研究活動

を教員各自が随時入力し，閲覧できるようになった。このデータベースの構築によって，教員の研究

活動自身が促進されるとともに，その成果が集約され，外部へ公開する資料の作成が容易になった。

これらは総合情報センターの企画・実施機能によるところが大である。また，教員の研究活動を社会

に還元する手段の一つとして，「神戸高専 教育研究シーズ集」を発行して，地域企業や神戸市に配布

している（前述の資料Ａ－１－①－２）。

これらの流れは，前述のように Plan，Do（予算委員会，地域協働研究センター，総合情報センター）

→Check（評価委員会）→Action（校務運営委員会）のような神戸高専 PDCA システムを通じて，常に

体制が整備され改善されている。 具体的事例としては，研究業績のうち，査読論文等が比較的少ない

学科（チェックは評価委員会）には，校務運営委員会の長である校長から学科に要望が出される予定

である。また，総合情報センターが取り組んでいるさまざまなデータベース化の作業は，Plan を担当

する教育プログラム委貝会から出された要望であり，統括を担当している校務運営委員会を通じて，

総合情報センターに構築を依頼し，実現されてきた。

（分析結果とその根拠理由）

教員の研究活動は活性化しつつあり，また，その公開・地域への還元もなされている。これは神戸

高専 PDCA システムが確立した成果であり，今後ともこのシステムが充実し，さらに実効のあるもの

として機能していくよう努力したい。このように研究活動の実施状況や問題点を把握し，改善をはか

っていくための体制が整備され，機能している。

（２）優れた点及び改善を要する点

（優れた点）

・ 地域協働研究センターを中心とする教育と研究活動の推進

・ 教員個々の研究活動を集約し，それを公開するしくみ

（改善を要する点）

研究の促進を図るため，基準９で示した新しい神戸高専 PDCA サイクル(Plan 教育プログラム委員会，

Do 教務委員会・専攻科運営会議，Check 自己評価委員会，Action 運営改善会議，統括:校務運営会議）

の中の運営改善会議を強力に機能させていきたい。

（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要

教員の研究活動を地域貢献と教育の両分野へ活かす試みは，専攻科の設立，地域協働研究センター

の設立以降，活発化してきている。これらが教員の研究活動にインセンティブを与えていることは明

らかである。

また，科学研究費補助金の申請の増加に，近年の本校における研究活動に対する姿勢が現れている。
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また，神戸市の医療産業都市構想や中小企業活性化に取り組む動きと連動した共同研究も始まってお

り，今後，研究活動を展開していく体制が形成されつつある。

研究活動の改善システムは，緒についたばかりであり，新設された運営改善会議で PDCA サイクルの

Action を活性化しようとしている。

（４）目的の達成状況の判断

教員の研究は，改善点はあるものの，概ね良好に進展してきている。これらは，地域連携にも活か

されており，地域協働研究センターを中心に，神戸市の医療産業都市構想やロボット都市構想に貢献

してきている。その他研究を通じて，べンチャ－企業の支援や中小企業の人材育成に貢献している。

また，産学官技術フォーラムの学生発表・質疑応答等を通じて，学生自身，実社会の問題点も把握で

きるようになってきている。かつ，自身の研究に対するモチベーションも高まってきている。さらに，

これらをサポートする外部資金の導入も，着々と進展してきている。 以上のことから，目的の達成状

況は概ね良好であると判断する。
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Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

１ 選択的評価事項Ｂ 「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 本校の使命は，「学校教育法に定める高等専門学校として，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育

成すること，並びにその教育及び研究機能を活用して国際港都神戸の産業及び文化の発展向上に寄与することを

使命とする」であり，後半の「神戸の産業及び文化の発展向上に寄与する」 を教育サービスの目的としている。 

  教育サービスの目的は，大きく２つの方向に具体化されている。 

 

１．学齢児童から成人までを対象とする各種の公開講座開催などを通じて，地域の教育・文化の発展向上に寄与 

  すること。 

２．神戸市立の学校として，産業界、地方公共団体などとの「協働」によって，神戸を中心とする地域の産業お 

  よび文化の発展に寄与すること。 
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２ 選択的評価事項Ｂ 「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」 の自己評価

（１）観点ごとの分析

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学

生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。

（観点に係る状況）

本校には，資料Ｂ－１－①－１に示すように社会人教育の一貫として，科目履修生，聴講生，研究

性を受け入れる体制ができている。科目履修生については実績があり，単位も与えている。聴講生の

要望はあまりないが，研究生についてはほとんどが本校の卒業生であり，１年かけて希望の研究をし

て，大学進学や再就職にチャレンジしていただいている。

中学生対象の教育としては，申し出のあった中学校への出前授業（資料Ｂ－１－①－２）や本校が

主催するオープンキャンパス（資料Ｂ－１－①－２） に出席いただいて，学生が主となって教える実

験等を体験していただいている。 また，個々の教員が広報プロジェクトや教務主事の指示のもと，中

学校へ出向き，高専生活等の良さについて説明している（資料Ｂ－１－①－３）。平成 19 年は，広

報プロジェクトが主催し，阪神地区および播磨地区の２ケ所で，大々的な学校説明会を行った。 参加

人数は， 生徒と保護者を含めて，それぞれ約 100 名，30 名であった。

学園都市単位互換講座および公開講座には，本校も参画している（資料Ｂ－１－①－２）。内容は

５大学１高専の共有施設ユニティで教える特別科目（現代思想文化論，応用倫理学，地域学，技術史，

哲学特論，大気環境学）や学内で教え他大学生も受け入れている学内提供科目（分離工学，照明工学，

構造解析，レーザ－工学，アルゴリズムとデータ構造，放射線計測，交通計画）であり，本校の学生

だけではなしに，他大学生や神戸市の高校生の教育にもあたっている。公開講座はユニティや各学校

で実施され，市民や小中学生を対象としている。平成 20 年度は，わくわく理科教室，身の回りの化

学等を実施予定である。

その他，地域協働研究センターは，夏季公開講座（７種類程度）や冬季公開講座を実施し，小中学

生の教育に貢献している（資料Ｂ－１－①－２）。

また，経済産業省が主催する「高専を活用した人材育成事業」には，明石高専とともに採択され，

平成 18 年度から平成 20 年度まで３ケ年計画で，「中小企業人材育成プログラム」を組み，CAD，材

料力学，機械工作，電気電子回路等，中小企業若手人材の教育を行っている（資料Ｂ－１－①－２）。

さらに，神戸リエゾンネットワークの支援のもと，神戸市の中小企業の方々に初級製図講習（年２

回），中級製図講習（年１回）行っている（資料Ｂ－１－①－２）。兵庫県に対しては，兵庫県機械

技術研究会からの依頼で，年１回，初級製図講習を行っている。

最後に，高専の宣伝活動を含めた市民への啓蒙活動の一環と して，三宮の地下街における展示（花

時計ギャラリー），青少年科学館におけるロボット展示あるいは，近隣の西神中央駅前広場で開催さ

れる「西神 I P フェア」へ，ソーラーカー，レスキューロボット，ブラスバンド部等が参加し，宣伝

と啓蒙に努めている。ソーラーカーには神戸市長も試乗された（資料Ｂ－１－①－２）。

（分析結果とその根拠理由）

以上のように，数多くの教育サービスや公開講座が，計画的に実施されている。
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資料Ｂ－１－①－１

科目履修生規定

（次ページへ続く）
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出典：平成 20 年度学生便覧(p36-37)
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資料Ｂ－１－①－２

地域協働研究センター年報

Ａ４サイズ：120 ページ

（次ページへ続く）
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（次ページへ続く）
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（次ページへ続く）
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出典：地域協働研究センター年報 第５号
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資料Ｂ－１－①－３

阪神地区神戸高専進学説明会アンケートの集計

出典：広報プロジェクト
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観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度から判断して，活動の成果が上がっているか。

また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。

（観点に係る状況）

（１） 科目履修生および研究生の実績は，過去５年間で数名程度である。これについては，もっと

宣伝の必要があり，Web ページ等を充実させていきたい。

（２） オープンキャンパスは毎年，600 名～700 名程度の中学生の参加があり，受講はほぼ定常状

態である。

（３） 単位互換講座の特別科目の定員は 30～50 名程度であるが，そのほぼ半数が他大学生や高校

生であり，授業内容にほぼ満足しているようである。

（４） 各種公開講座は，常に定員をオーバーする人気企画であり，中でも親子水泳教室は，クラブ

学生の小学生への指導が行き届いており，常に盛況の状態にある。

（５） 人材育成プログラムへの応募も非常に多く，応募者の全員が受け入られない状況である

（定員は各ショップ 10 名程度）。

（６） 製図講習会も常に 40 名程度の定員をオーバーしている状況にあり，受講内容に関するアン

ケート結果も良好である。

これらの報告は，校務運営委員会でなされ，状況が良くない場合は，改善策を検討することになる

が，現時点では大きな問題はなく，JABEE 認定に際し，確立した神戸高専 PDCA システムを，この分野

で機能させる機会はまだない。

（分析結果とその根拠理由）

科目履修生や研究生等の受け入れに多少問題はあるが，全体として，サービス享受者数やその満足

度から判断して，活動の成果があがっているといえる。 また，改善システムは存在しているが，いま

のところ，そのシステムを活用しなくとも，十分，目的に沿って実施できている。

（優れた点及び改善を要する点）

（優れた点）

本校の学生以外にも，多種多様な教育のサービスを実施している。そして，そのそれぞれにおいて

享受者の満足度も高く「教育サービス」は十分機能している。

（改善を要する点）

教育サービスの向上を図るため，基準９で示した新しい神戸高専 PDCA サイクル（Plan 教育プログ

ラム委員会，Do 教務委員会・専攻科運営会議，Check 自己評価委員会，Action 運営改善会議，統括

：校務運営会議）の流れで検討しなければいけないと考えている。

（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要

多種多様なサービスを提供し，目的である「神戸の産業及び文化の発展向上に寄与する」を概ね満

足していると思われる。個々の教員は，教育，研究，社会貢献を３本柱として，神戸から世界に目を

向けながら，学生の教育，研究，地域への貢献と，できる限りの努力をしている。

教育サービスは「昇任・昇格基準」にも反映されており，各教員は，日々，研鑽を続けている。こ
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の姿勢は，学生以外への積極的な教育サービスにもつながっている。また，PDCA を回すまでもなく，

自発的に教育改善を志向する教員の熱意は学生にも伝わり，学校全体で地域社会との「協働（阪神淡

路大震災以来，神戸市では同じ目的のために協力して働くの意で，この漢字を使う）」をめざす力を生

み出してきたと自負している。

（４）目的の達成状況の判断

以上のように，教育サービスの目的は十分達成されていると判断される。




